




目標設定とカリキュラムについて   
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育（1）の目標設定とそのカリキュラムについて考えてみたい。   
1．学歴社会・受験社会とドイツ語教育   
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本の教育のあり方を大きく規定し，今日に及んでいることは周知の通りである。   
外国語は，卒業要件として学校数育に組み込まれることによって学歴の威信   
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ツ語の評価についてもまた，当該人物の〈実務能力の証明〉 といった機能的価  
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文化論集13号  60   
はこうした修養主義を母体とし，大正6年頃から用語も 〈修養〉 にかわって  
〈教養〉 を使うという形でエリート文化として分離していった（筒井S．85  
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文化論集13号  62   
を正当化するのみならず，これを更に神聖化し，高等教育享受者にエリートと  
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する場合は甚だ少いとの故を以て，外国語を学生に敦ふる事は償億なしと考へ  
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語はエリート意識にぴったりしたのでしょう」（旧制高等学校資料保存会S．5  
















むしろ F教蕃」の尊重は形の上では，制度的にいっそう強化された」（筒井  
S．106f．）ことによるものである。しかしドイツ語教育を取り巻く環境変化の  
影響は程なく表面化し，その対策として，昭和26年に日本独文学会は高校にお  
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たこと（ドイツ文筆19S．73f．f．）もまた，新学制におけるドイツ語教育に対  




















卜4昭和40年代以降   
昭和30年代からの経済の高度成長による豊かな社会の実現によって，都市と  
農村の経済的，文化的格差も急速に縮小するのみならず，人口流出と都市化に  
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り崩され，急速に衰退して行く。   
学歴社会Ⅱの主要関心は，学歴の有無，そして更に〈どの学校を出たか〉 と  






〈入学試験のための学習〉 という問題を表面化させることとなった。即ち，  
〈学校でどのような学習をするか〉への関心の低下と反比例して，〈一流校に  
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な学校ランク」といった「自己準拠化した受験社会が立ち上げる学歴の象徴的  






と学問の異常な栄光化〉によって〈教養〉 を崇拝対象としていたのが学歴社会  
であるとするならば，今日の受験社会は〈学校ランクと成績の異常な栄光化〉  
によって，〈偏差値〉 を崇拝対象とする社会であると言えよう。こうした〈偏  
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の場合，特に致命的となる。   
2．ドイツ語教育の目標設定   






いう点から慎重でなければならない。また教養主義の大きな目標である 〈人格  






しかしこうした語学的，文化的知識の伝達は，〈ドイツ語学〉 あるいは 〈ドイ  
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ツ文化論〉 といった講義科目によって可能であり，ドイツ語という外国語科目  







は，外国との交通，通信が限定されていた時代の 〈知の独占的輸入代理店〉 と  
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文化論集13号  70   
国語教育に必要であるのは，〈多くの人に代ってある書を読む〉 ことを目標と  
するようなエリート主義的教育ではなく，必要に応じて外国人，外国文化との  












によるものであり，したがってこれは単なる 〈読書見聞による多知多解，博  
識〉 によってではなく，直接交渉の中での様々な経験を通じてこそはじめて可  
能になると考えるべきであろう。経験というものは人間の生の全体性と深く結  
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るのである。  

















果，英語の学習に際して常に挙げられる，〈国際社会での英語の重要性〉 と  
いった動機も決して 〈ホンネ〉 レベルで個人的に十分に内面化された上でのも  
のではなく，〈タテマエ〉 レベルでの模範解答に過ぎず，十分な学習推進力と  
なりえていないと考えられる。そして次に，英語の学習も他の教科と同様に，  
専ら 〈点取りゲーム〉 として対処されて来たことから，微細な知識と得点の高  
さとは裏腹に，基礎的運用能力が十分に形成されていないことが多い。そして  
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第三に，こうした受験社会的学習姿勢の結果，試験での得点能力と実際的運用  
能力との混同，そしてその反動としての会話至上主義といった不毛かつ歪な外  









である。学生の「1からしばしば聞こえてくる 〈英語は受験生の時が一番良くで  












は入学試験の合格に高偏差値が求められるいわゆる 〈エリート大学〉の学生に  
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ついても例外ではない。偏差値が高いということは，ある意味では受験社会へ  
の過剰適応を示すものであり，こうした点で何らかの手当を必要とするのはむ  
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あるものとするためには，これを単に教室内での問題としてではなく，教室外  













（Stern S．436）。そしてこのことは，「教育の真の成果（効果）は，期末試験  
時ではなく，10年後，20年後に評価されるものである」（植村92S．1）という  
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なければならない。   
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能するものとなっていなければならない。   
日本では医療の分野に限らず，教育の分野においても 〈知らしむべからず，  














一線を画しつつ，一つの自然言語の教育としてその理に適った内容を備えたも   
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のでなければならない。  
3．カリキュラム   










ト的な〈知恵〉 に相当するとも言えよう。技能の学習にあたっては，こうした  
二つのタイプの知識が関連しており，アンダーソンはそのかかわり方によって  
これを「認知段階」，「連合段階＿蓼，「自動段階」（アンダーソンS．239f．）の三  







識を手続型知識に変換する 〈連合段階〉であり，アンダーソンはこの段階の成  
果を「技能の遂行を成功させる手続」（アンダーソンS．240）であるとしてい  
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ではない。   
上に見たように，日本における学校教育の社会的意味付けは〈学歴社会〉か  














方法がふさわしいであろう」（H揖1en S．432）としても，「意志疎通にとっては  
ことばの自由な使用よりも，実際にはむしろステレオタイプ的なふるまいの方  
が重要であるような基礎的段階が存在する」（H山1en S．432）こともまた確か  
である。そこで，カリキュラムの構成には基本的に，基礎的段階からその応用  
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的，発展的段階への順を追った進行が必要となる。   
外国語を適切に運用するためには，発音，正書法，形態論的－，統語論的文  
法，語桑等にわたっての基礎的な知識と能力の習得が不可欠である。そこで学  



















のが〈中級〉 であると言えよう。即ち，初級段階においては個別技能的能力の  
獲得，充実が中心的目標であるのに対して（6），これに続く中級は，今度は手持  
ちの限られた個別技能的能力から出発して，言語的のみならず非言語的な各種  
79   





と言えよう（7）。   
ドイツ語が一年次のみで終了するようなカリキュラムにおいては，〈ドイツ  
語の基礎を教える〉 との名目のもとに，一年間で接続法までの文法を中心とし  
た初級授業のみを行ってドイツ語教育を打切る場合が往々にして見られる。し  









3－3積上げ方式と到達目標中心方式   
今日の一般的なドイツ語教育は，一年次には主として形態論と統語論に関す  
る文法的知識を与え，二年次にはこれに基づいて思想，文学，歴史，文化地誌  
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強〉 ということばの本来の意味が〈たゆみない努力〉であったことから，今日  
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語教育全体の成否を決するとも言える重要性を帯びていると言えるのである。   
以上のような基本的考え方に基いた中級授業の具体的内容と教材については，  
更に稿を改めて考えることとしたい。   
本稿は1995年度早稲田大学特定課題研究助成費（共同研究：95B－20）によ  
る研究成果の一部である。  
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（5）一例として，Goethe－Institutでは「日常生活のあらゆる場面で意志疎通がはかれる，確かな   
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